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るでしょう。

テストの原則

ソフトウェアのテストにはコストがかかる。しか

もスケジュールの半分を費やしていたのでは、そ

のコストはバカにならない。だから、いつテスト

を止めるかということが、ソフトウェア開発の管

理者にとって大きな関心事でもある。そのような

思いから欠陥の発生をグラフに描き、終息の判断

を下そうとするのであるが、この終息グラフは、

対象のソフトウェア自体が望ましい作り方をして

きた場合に有効であって、いつでも使えるわけで

はない。欠陥の発生数が減ってきたと思っても、

或る欠陥に主なう修正を施した途端に、全く新し

い欠陥がどっと噴き出すことも珍しくない。

したがって、現実には、ある程度妥協できるレベ

ルとテスト時間が無くなるという状況によって、

テストは終了する。

もっとも、単体テストを正しく行ったとしても、

プログラムの欠陥の７０％しか発見できないとい

う調査結果もある。当然単体テストを手抜きすれ

ば、この発見率はたちまち５０％以下に落ちてし

まう。したがってテスト以外に３０％以上の欠陥

を見つける工夫が無ければ、欠陥の発生は終息し

ないことになる。

テストの公理

先に揚げたマイヤーは「Software Reliabilitiy」の

中で、以下のような『テストの公理』を述べてい

る。これが実に的を得ていて面白いので以下に紹

介する。

１）よいテスト項目とは、以前に発見できなかっ

　　た欠陥の発見率が高いものをいう。決して、

　　プログラムが正しく動くことを示すものでは

ない。

２）テストで最も難しい問題の一つは、テスト

　　をいつ中止するかである。

３）自分のプログラムはテストできない。

４）すべてのテスト項目において、期待される

　　出力の記述は必須である。

５）再実行不可能なテスト、または稼働中のテ

　　ストは避けること。

６）正しい入力だけでなく、誤った入力に対す

　　るテスト項目も書いておくこと。

７）テスト結果は注意深くチェックすること。

８）発見されるバグが多いほどバグ残存の確率

　　は高い。

９）テストには最も優秀なプログラマーを割り

　　当てること。

１０） テスト可能性はソフトウェア設計の重要

　　な目標の一つである。

１１） 各モジュールが一度だけシステムに統合

　　されるようにシステム設計を行うこと。

１２） テストを簡単にするために一時的にプロ

　　グラムを変えないこと。

１３） 他のすべての活動と同様に目標を持って

　　テストを始めること。

実際にこれらの項目の半分でも心得れてテストを

実施すれば、テストの効果は相当上がるはずで

す。多くのＳＥ達は、十分な設計もせずに画面に

向かってプログラムを打ち込む。先週打ち込んだ

モジュールの細かいことをなかなか思い出せない

まま、今、目の前のモジュールから呼び出す手続

きを打ち込んでいる。その時“細かい問題はテス

トで見つければいいや”と言いながら手を抜いて

いるくせに、いざテストの段階に入ってみると、

上の『公理』に悉く反する行為をしている。

「発見されたバグは修正されるが、本当の価値は

そこから得られたデータである。ちょっと分析し

てみれば、どの部分がジャングルかすぐに理解で

きる」と、ハンフリーは言う。

要するに、テストの仕方を個人に任すのではな

く、組織として品質のレベルを確保するためにも

制御されなければならない。

　　　　　　　　　　　　（次号に続く）　◆

ニュ－スの窓

test-test-test-test-test-test-test-test-test-test-test-test-

test-test-test-test-test-test-test-test-test-test-test-test-

　ソソフフトトウウェェアアののテテスストト

プログラマーやソフトウェア・エンジニアにとっ

て、テストは頭痛の種である。実際、殆どのソフ

トウェア開発組織では、開発期間の半分以上がテ

ストに費やされている。特に統一した設計手法や

ウォークスルーなどの仕組みを取り入れていない

組織においては、テスト期間は間違いなく当初の

予定よりも延びる傾向がある。その原因は、テス

ト中に仕様のモレや重大な欠陥、或いはインター

フェースの食い違いなどが発見されるからであ

る。それもしばしば発見されるために、テスト中

に比較的大きなプログラムの変更が行われ、それ

に対するテストが繰り返されるためである。設計

段階で品質を織り込むような作り方をしていれ

ば、もう少し短い期間でテストを終了することが

出来るのに、欠陥の発見が遅れれば遅れるほど、

時間とコストがかかる。

その様なソフトウェアの開発組織では、テストで

全ての欠陥を見つけることは出来ないと知りなが

らも、テストに頼らざるを得ないのである。「定

義されたレベル」を維持するには、このテストが

コントロールされなければならない。

テストの形式

マイヤーはソフトウェアのテストの形式を７つに

分類した。

１）単体テストまたはモジュールテスト

　　（unit or module test）

２）統合テスト（Integuration test）

３）外部機能テスト（external function test）

４）リグレッションテスト（regresion test）

５）システムテスト（system test）

６）受け入れテスト（acceptance test）

７）導入テスト（installation test）

ここで、リグレッションテストというのは、統合

テストや機能テストで見つかった欠陥を修正した

り、テスト段階に入ったあとで機能の追加・変更

が出されたことで、修正にともなって以前に旨く

いっていた機能が出来なくなっているようなこと

がないことを確かめるために、すでに行った統合

テストや機能テストの一部、または全部を流して

みることです。

このリグレッションテストを効率的に実施するに

は、統合テストや機能テストを出来るだけ「自動

化」していることが必要になります。もし、この

ようなテストを「手作業」だけで実施していた場

合は、修正にともなって十分なリグレッションテ

ストが実施されることは殆どないでしょう。

もちろん、テストに入ってからこのような修正が

生じなければ、リグレッションテストは必要ない

かもしれませんが、それでも、「保守」を考えた

ときに、このようなテストが自動化されているこ

とは、次期モデルの開発期間を短縮することにな
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▲野村證券の株主が、当時の経営者がＴＢＳに対して営業特金の損失補填を行ったのは、代表取締

役の注意義務違反にあたり、会社に３億６２００万円の損害を与えたとして、損害賠償を求めた裁

判の判決が９月１６日に東京地裁で出されたが、この判決にはとても大きな問題を含んでいる。

▲判決の主旨は、補填という行為は証券市場に対する信頼感を損なうのもであって、社会的に非難

されるべき行為であったとしながらも、当時の状況から補填の判断は許容される裁量の範囲を越え

ていない、との判断が下された。「許容される裁量の範囲」とは誰が判断するのか。さらに、補填

をしたことによって、ＴＢＳとの取り引き関係が続き、結果として会社に相当額の利益を与えた、

という判断の「おまけ」 まで付いている。平たく言うと、確かにまずい方法ではあったが、結果と

して儲かったから良いではないか、というのである。

▲儲かれば信頼を損なうことをしてもよいと言うのでは、とても近代資本主義に則っているとは言

えない。競争にはルールが必要であるのと同じ様に、ヨーロッパを発祥の地とする近代資本主義も

厳しいルールの上に成り立っている。確かに、今回の訴訟では「損害額」の認定は易しくない。だ

が相当の利益を上げた裏には不正があったことは間違いないし、裁判所も認めている。

▲嘗て、企業の政治献金禁止を求める訴訟で、最高裁判所は、企業の政治献金が不正の温床になる

危険性を指摘しながらも、良識の範囲なら差しつかえない、という曖昧な判断を下した。政治家が

献金のからくりに知恵を搾り出したのはそれからだし、今日のヤミ献金や法外な政治献金の源流

は、この時の最高裁判所の判決にあることを、今回の裁判長は知っているのだろうか。

万一、この様な判決が確定するなら、今後日本から世界に通用する経営者は生まれないだろうし、

競争の原則に則った発展が望めなくなる危険をはらんでいる。

利利益益ささええででれればば良良いいののかか？？！！
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か
　
　
　
　
ね

暁暁

鐘鐘

のの

音音

総
務
庁
の
事
業
所
統
計
調
査
に
よ
る

と
、
八
○
年
代
初
め
頃
ま
で
は
六
％

台
を
維
持
し
て
い
た
新
規
開
業
が
、

八
○
年
半
ば
に
は
五
％
を
割
り
込
ん

で
、
最
新
の
統
計
で
は
恐
ら
く
四
％

を
下
回
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
前
に
『
Ｓ
Ｃ
だ
よ
り
』
の
こ
の
コ

ラ
ム
で
「
米
国
で
は
、
ど
の
時
点
を

と
っ
て
も
、
職
業
の
三
割
は
五
年
前

に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
い

う
ア
メ
リ
カ
の
事
情
を
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は

活
発
な
新
規
開
業
が
行
わ
れ
て
い
る

様
子
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
特
に
こ

の
数
字
は
、
単
な
る
新
規
開
業
だ
け

で
は
な
く
、
新
し
い
職
種
、
或
い
は

業
種
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
「
こ
れ
は
ビ

ジ
ネ
ス
に
な
る
！
」
と
思
え
ば
ど
ん

ど
ん
挑
戦
す
る
の
で
す
。
大
学
の
教

授
で
も
、
自
分
の
考
え
を
証
明
す
る

た
め
に
、
ど
ん
ど
ん
会
社
を
起
こ
し

ま
す
。
教
授
と
社
長
の
二
足
の
草
鞋

な
ど
、
日
常
茶
飯
事
で
す
。
そ
し

て
、
新
し
い
業
種
や
形
態
が
成
立
し

た
と
見
る
や
、
次
々
と
そ
の
あ
と
に

続
く
の
で
す
。

こ
の
一
○
年
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｉ
Ｂ

Ｍ
を
初
め
と
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産

業
や
自
動
車
産
業
、
国
防
関
連
や
航

空
機
産
業
な
ど
で
、
大
量
に
人
員
整

理
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
実
際
、

子
供
が
独
力
で
問
題
解
決
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

た
め
に
は
、
や
は
り
大
人
や
先
輩

が
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
勧
め
た

り
、
わ
き
道
に
そ
れ
な
い
よ
う
に

気
を
配
っ
た
り
、
励
ま

し
の
言
葉
を
か
け
て

や
っ
た
り
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

つ
ま
り
、
同
世
代
の

他
に
異
な
る
世
代
と

の
接
触
の
中
で
、
問
題
解
決
能
力

を
身
に
付
け
る
の
で
す
。

一
方
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性
能
に

の
み
気
を
と
ら
れ
す
ぎ
る
子
供

は
、
抽
象
的
問
題
を
解
決
し
た

り
、
人
間
関
係
の
微
妙
な
綾
を
理

解
し
た
り
す
る
能
力
を
衰
え
さ
せ

る
危
険
に
直
面
し
て
い
る
と
、
表

記
の
心
理
学
者
は
指
摘
す
る
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
熱
中
す

る
子
供
た
ち
に
、
躁
鬱
の
症
状
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
、
最
近
の
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
彼
等

は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
負
け
た

と
き
、
耐
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
敗
北
感
に
襲
わ
れ
、

し
ば
ら
く
は
何
も
す
る
気

に
な
れ
な
い
と
い
う
。

近
く
、
六
四
ビ
ッ
ト
Ｃ
Ｐ
Ｕ

を
搭
載
し
た
フ
ァ
ミ
コ
ン
が
市
場

に
姿
を
見
せ
る
。
格
段
に
早
い
ス

ピ
ー
ド
、
豊
富
な
色
彩
や
臨
場
感

を
醸
し
出
す
音
楽
な
ど
、
お
よ
そ

ゲ
ー
ム
マ
シ
ン
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
。
多
く
の
大
人
も
子
供
も
、
こ

の
「
性
能
」
に
気
を
と
ら
れ
、
我

を
忘
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

等
」
を
阻
害
す
る
要
因
が
大
き
く
膨

ら
ん
だ
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

そ
の
阻
害
要
因
と
し
て
、
昨
今
話
題

に
な
っ
て
い
る
「
許
認
可
」
の
問
題

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
映
画
館

を
一
○
軒
ば
か
り
を
集
め
た
集
合
ビ

ル
を
作
ろ
う
と
す
れ
ば
、
全
て
の
許

認
可
を
獲
得
し
終
わ
る
の
に
一
○
年

近
い
年
月
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
に
は
「
最
低
資
本
金
」
の
壁

と
、
地
価
の
高
等
に
よ
っ
て
高
額
化

し
た
開
業
費
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
実

際
に
開
業
の
た
め
の
設
備
費
（
一
社

当
た
り
の
全
国
平
均
）
が
、
こ
の
一

○
年
間
で
二
倍
の
一
七
○
○
万
円
に

膨
れ
上
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
設

備
費
で
す
か
ら
、
こ
の
中
に
は
人
件

費
や
運
転
資
金
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
従
っ
て
、
半
年
、
一
年
の
運
転

資
金
を
含
め
る
と
、
最
低
で
も
こ
の

数
倍
は
必
要
に
な
り
ま
す
。

も
っ
と
も
、
新
規
開
業
率
が
落
ち
た

の
は
、
こ
の
よ
う
な
資
金
的
な
要
因

だ
け
で
は
な
い
こ
と
も
確
か
で
す
。

一
家
族
で
生
ま
れ
る
子
供
が
一
・
四

三
人
と
い
う
少
子
化
の
影
響
で
、
す

べ
て
の
子
供
が
親
の
面
倒
を
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
、
同
時

に
親
の
方
も
数
少
な
い
子
供
た
ち
に

お
ぶ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
と

て
も
「
企
業
家
」
を
志
望
で
き
る
状

況
で
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
も
そ
も
、

自
分
か
ら
何
か
を
し
た
い
と
考
え
る

人
が
減
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
日
本
に
は
、
資
本
主
義
本
来
の

「
資
本
家
」
が
い
な
い
こ
と
も
災
い

し
て
い
ま
す
。
確
か
に
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
は
数
社
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
実
態
は
銀
行
と
同
じ
で
、
実
際

そ
の
資
本
の
殆
ど
は
銀
行
か
ら
出
て

お
り
、
単
に
リ
ス
ク
の
分
散
を
図
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
だ
け
で
も
こ
の
五
年
間
に
一

○
万
人
以
上
の
人
員
整
理
を
行
っ
て

い
る
し
、
他
の
大
企
業
か
ら
も
大
量

の
失
業
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
ど
う
み
て
も
「
一
％
」
以
上
の

失
業
者
を
出
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ
の
失
業
率
は
七
％
で

推
移
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

大
量
の
失
業
者
は
、
こ
の
間
に
急
増

し
た
新
規
開
業
の
中
小
企
業
と
、
個

人
事
業
（
？
）
に
吸
収
さ
れ
た
の
で

す
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
産
業
構

造
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
労
働
力
が

ス
ム
ー
ス
に
移
動
し
た
の
で
あ
り
、

新
規
開
業
が
そ
の
受
け
皿
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ど
う
や
ら
米
国
で
は
、
『
自
由
』
の

精
神
が
間
違
い
な
く
生
き
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
来
『
自
由
』

と
は
「
選
択
の
自
由
」
で
あ
り
、
一

定
の
ル
ー
ル
の
下
で
の
「
参
入
の
自

由
」
を
意
味
し
ま
す
。
何
れ
も
個
人

の
能
力
と
責
任
を
前
提
と
し
て
い
ま

す
。
つ
い
で
に
言
う
と
、
『
平
等
』

と
は
「
機
会
の
平
等
」
を
保
証
す
る

考
え
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
結
果
の

平
等
」
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、
事
業
の

新
規
参
入
や
新
規
開
業
は
、
ま
さ
に

「
自
由
」
と
「
平
等
」
そ
の
も
の
な

の
で
す
。

振
り
返
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
新

規
開
業
率
が
四
％
を
割
り
込
む
ほ
ど

に
低
下
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
参

入
の
自
由
」
あ
る
い
は
「
機
会
の
平

多
く
の
金
融
機
関
は
、
国
内
の
企
業

家
を
育
て
な
い
で
、
ま
た
新
規
開
業

を
援
助
す
る
こ
と
な
く
、
一
般
の
預

金
者
か
ら
集
め
た
余
剰
（
？
）
資
金

を
海
外
の
不
動
産
に
投
資
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
も
当
初
の
目
標
と
す
る

利
益
を
得
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、

一
部
は
回
収
不
能
な
状
態
で
、
ま
さ

に
海
外
の
ド
ブ
に
捨
て
て
い
る
の
と

お
な
じ
で
す
。
ど
う
せ
捨
て
る
な
ら

「
国
内
の
ド
ブ
」
に
捨
て
る
方
が
ま

だ
ま
し
と
い
う
も
の
で
す
。

日
本
も
今
回
の
不
況
を
き
っ
か
け
に

産
業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
こ
で
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
産
業
間
を
労
働
力
が
ス
ム
ー

ス
に
移
動
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
こ

れ
ま
で
、
日
本
の
企
業
に
お
け
る
労

働
力
の
移
動
は
、
も
っ
ぱ
ら
企
業
内

の
他
部
門
、
な
い
し
は
関
連
企
業
と

の
間
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
そ
の
受
け
皿
自
体
が
非
常
に
小

さ
く
、
と
て
も
吸
収
仕
切
れ
な
い
状

況
で
す
。

も
し
、
早
急
に
新
規
開
業
率
が
回
復

し
な
い
よ
う
だ
と
、
労
働
力
の
受
け

皿
が
用
意
さ
れ
な
い
ま
ま
、
日
本
の

企
業
の
多
く
は
設
備
廃
棄
の
段
階
に

突
入
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
更
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
初
め
か
ら
営
業
見
通
し
の
な

い
受
け
皿
会
社
を
、
大
量
に
用
意
す

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

「
子
供
が
他
者
と
の
協
力
に
よ
っ
て
あ
げ
る
成
果
は

‥
‥
独
力
で
上
げ
る
成
果
以
上
に
、
精
神
的
発
達
を

示
唆
し
て
い
る
」
　
　
（
心
理
学
者
　
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
）

今今月月

のの

一一言言

新新

規規

開開

業業

率率


